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 Ⅰ 組織運営                      

 

 １．組織体制  

（１）会 員 

正 会 員：31（個人・NPO：31、行政・企業：0） 

協力会員：41（個人・NPO：40、行政・企業：1） 

※2025年 3月末時点 

 

（２）事務局・職員 

【職員数】 

＜2024 年 4月時点＞ 

36名（職員：5名、契約職員：13 名、パートタイム職員：18名） 

  ＜2025 年 3月末時点＞ 

29名（職員：5名、契約職員：14 名、パートタイム職員：10名） 

【事務局運営スタッフ】 

NO 氏 名 勤務形態 役 職 役 割 

1 松原 裕樹 職員 専務理事、事務局長 
事務局統括責任者、業務運営

責任者 

2 山本 祐二 職員 常務理事、総務部長 
総務部門責任者、業務運営責

任者 

3 松村 渉 職員 
事業部長、プロジェクトマ

ネージャー 

事業部門責任者、業務運営責

任者 

4 増田 勇希 職員 プロジェクトマネージャー 業務運営責任者 

5 香川 恭子 職員 プロジェクトマネージャー 業務運営責任者 

6 杉野 紗央里 契約職員  
総務スタッフ、子育て支援部門

兼務 

【業務運営スタッフ】 

NO 事業名（事業所） 所在地 スタッフ数 

1 JICA事業部門 広島市 契約職員：4名 

2 子育て支援事業部門 広島市 
契約職員：1名、パートタ

イム職員：20 名 

3 EPO ちゅうごく事業部門 広島市 契約職員：3名 
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4 福山市まちサポ事業部門 福山市 契約職員：6名 

 

（３）役 員 

【役員数】 

14名（理事：12 名、監事：2名） 

【役員名簿】 

役 職 氏 名 所 属 区 分 

代表理事 中村 隆行 特定非営利活動法人ひろしまNPO センター NPO 

副代表理事 
金谷 信子  広島市立大学国際学部 教授  学識経験者  

山本 一隆 社会福祉法人中国新聞社会事業団 理事長 有識者 

専務理事 松原 裕樹 特定非営利活動法人ひろしまNPO センター NPO 

常務理事 山本 祐二 特定非営利活動法人ひろしまNPO センター NPO 

理事 

安藤 志保 

香川 恭子 

児玉 宏 

鈴木 英士 

平尾 順平 

 

遠山 勇希 

松村 渉 

サステナブルみはら 代表 

特定非営利活動法人ひろしまNPO センター 

特定非営利活動法人コーチズ 理事 

Olu Olu cafe 

特定非営利活動法人ひろしまジン大学 代表理

事 

特定非営利活動法人ひろしまNPO センター 

特定非営利活動法人ひろしまNPO センター 

NPO 

NPO 

NPO 

 

NPO 

 

NPO 

NPO 

監事 
久笠 信雄 

赤羽 克秀 

弁護士 

公認会計士・税理士 
 

 

（４）相談役 

【相談役数・名簿】 

2 名／安藤周治、三好久美子 

 

（５）顧問 

・顧問社労士：岡崎晃（岡崎社会保険労務士事務所 社会保険労務士） 

 ・顧問税理士：税理士法人ゆびすい 

 ２．通常総会の開催  

（１）第 26 回通常総会 
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日  時 令和 6 年 6月 15 日（土）10:00～12:00 

場  所 ワーキングスペース AxEL（広島市中区大手町 1-1-20 相生橋ビル 7階）、オンラ

イン会議システム（zoom）を併用したハイブリッド開催 

出 席 者 正会員 

議  題 １）2023年度事業報告及び決算報告（案） 

２）2024年度事業計画及び活動予算（案） 

３）定款の変更 

４）役員の選任 

 

 

 ３．理事会の開催  

（１）第 1 回理事会 

日  時 令和 6 年 5月 29 日（水）16:00～18:00 

場  所 ひろしま NPO センター事務所 

オンライン会議システム（zoom）を併用したハイブリッド開催 

議  題 １）2023 年度事業報告及び決算報告 

２）2024 年度事業計画案及び活動予算案 

３）子育て支援部門の進捗報告及び事業計画 

４）組織運営 

５）その他 

 

（２）第 2 回理事会 

日  時 令和 6 年 9月 17 日（火）15:00～17:00 

場  所 ひろしま NPO センター事務所 

オンライン会議システム（zoom）を併用したハイブリッド開催 

議  題 １）相談役の選任 

２）2024年度事業計画及び活動予算の進捗報告 

３）組織運営 

４）子育て支援部門の進捗報告及び事業計画 

５）ビジョン・中長期計画 

６）その他 

 

（３）第３回理事会 
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日  時 令和 6 年 12 月 26 日（木）15:00～17:00 

場  所 ひろしま NPO センター事務所 

オンライン会議システム（zoom）を併用したハイブリッド開催 

議  題 １）組織運営 

２）2024年度事業計画の進捗報告及び決算見込み 

３）子育て支援部門の進捗報告及び事業計画 

４）ビジョン・中長期計画の目標策定 

５）その他 

 

（４）第４回理事会 

日  時 令和 7 年 3月 25 日（火）15:00～17:00 

場  所 ひろしま NPO センター事務所 

オンライン会議システム（zoom）を併用したハイブリッド開催 

議  題 １）組織運営 

２）2024年度事業計画の進捗報告及び決算見込み 

３）子育て支援部門の進捗報告及び事業計画 

４）ビジョン・中長期計画に基づく事業検討 

５）その他 

 

 

 ４．その他  

（１）Hiroshima Future Party 2024 

【目  的】ひろしま NPO センター設立記念日に正会員・理事・職員・スタッフが集い、取組事例

の成果や課題及び最新情報の共有、意見交流等を行うことを通して広島や組織の未来を

語り合い中長期ビジョンに活かしていく事を目的とする。 

【目  標】○組織を構成するみんながお互いを知りあう  

○情報格差がなくなる（情報共有） 

○明日からのモチベーションが高まる（一員としての誇りを持てるように） 

【日  時】2024年 11月 1日（金）11:00～13:00 

【場  所】広島アンデルセン（広島市中区本通り 7-1） 

【参 加 者】16名／正会員、役員（理事・監事）、職員 

【担  当】増田、松村 

【内  容】挨拶、事業紹介（全体、EPO、まちサポ、子育て、JICA）、食事（交流タイム） 
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【備  考】参加できなかった職員にお土産を配布 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 事業運営                      
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 １．重点事業の実施内容  

（１）G7 広島サミット後継プロジェクト 

 

2023年に実施したG7広島サミットに係るG7市民社会コアリシ

ョン 2023 やみんなの市民サミット 2023 で得た経験やネットワ

ークを活用すると共に、グローカルな活動を推進するために、G7

イタリアサミットに向けた C7 の政策提言やコアリションの後継

活動、市民サミットの継続展開を図った。 

 

 

①G7 市民社会コアリション 2023 の後継枠組み 

 ・G7市民社会コアリション 2023 の共同事務局を務めていた特定非営利活動法人国際協力 NGO セ

ンター（JANIC）及び一般社団法人 SDGs市民社会ネットワークと隔月でミーティングを行い、

G7に対する政策提言の積み上げや関係団体の定期的な情報交流、新しい担い手の巻き込み等を検

討した。 

 

②G7 サミットに日本の市民社会の声を届けるプロジェクト 

・昨年の G7広島サミットを継承して、2024 年 6 月にイタリアで開催される G7 エウマウサミット

に政策提言するため、G7市民社会コアリション 2023 有志メンバーと共に「G7サミットに日本の

市民社会の声を届けるプロジェクト（以下「声プロ」という。）」を立ち上げた。 

・日本の市民社会から日本の CSO（市民社会組織）の代表者がイタリア C7 サミット 2024 に参加す

るため、congrant のWebサイトを活用してクラウドファンディングを 5～6月に実施し、目標金

額（80万円）を超える 81 万円（寄付者 91名）を達成した。 

  https://congrant.com/project/hnpoc/11720 

・5月 14日（火）・15 日（水）の C7 イタリア 2024 サミットに、声プロから有坂美紀氏（G7/Earth 

day オープンフォーラム北海道 代表／RCE北海道道央圏協議会 事務局長／北海道NGO ネット

ワーク協議会 事務局長）及び高橋悠太氏（一般社団法人かたわら 代表理事／カクワカ広島 共同

代表／元 G7市民社会コアリション 2023 会員）の参加を支援した。 

・6月 14日（金）に「G7 イタリアミニ情報交換会」をオンライン開催し、グリーンピース小池氏

が IMC（国際メディアセンター）から中継を行った。 

・6月 20日（木）に「イタリア C7サミット参加報告会」をオンライン開催した。 

・6月 21日（金）に NGO・外務省定期協議会「全体会議」で、渡航した JANIC 堀内氏、有坂氏、

高橋氏がイタリア C7 サミットの参加報告を行った。 

・9月 7 日（土）に広島で開催する「みんなの市民サミット 2024」にて、第 2弾の報会告を行っ

た。 

https://congrant.com/project/hnpoc/11720
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・2月 8 日（土）・9 日（日）に東京で開催された「核兵器をなくす国際市民フォーラム（主催：核

兵器をなくす日本キャンペーン）の分科会にて、第 3弾の報告会「核兵器廃絶と SDGs 地域の実

践から考える」を実施した。 

・3月 1 日（土）に北海道で開催された国際女性デーに関するイベントにて、第 4弾の報告会「私た

ちの足元の問題を世界に伝えるには－ C7報告をとおして」を実施した。 

・3月 18日（火）にオンライン開催で「C7カナダ情報交換会～混迷を極める世界情勢、市民社会

の一手は？～」を実施した。 

  

クラウドファンディングWebサイト（congrant）    中国新聞（2024 年 5月 21日） 

       

核兵器をなくす国際市民フォーラム分科会    C7 カナダ情報交換会（2025 年 3 月 18 日） 

（2025 年 2 月 9 日） 

③みんなの市民サミット 2024 
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【行 事 名】みんなの市民サミット 2024～核のない、誰ひとり取り残さない、持続可能な社会を目指

し、市民社会から「○○×まちづくり＝平和」を語り合う～ 

【日  時】2024 年 9 月 7日（土）10:30～16:00 

【場  所】広島大学東千田キャンパス 地域連携フロア SENDA LAB（広島市中区東千田町） 

【主 催 等】特定非営利活動法人ひろしまNPO センター、特定非営利活動法人 ANT-Hiroshima、特

定非営利活動法人ひろしまジン大学、EPO ちゅうごく・中国地方 ESDセンター、G7サ

ミットに日本の市民社会の声を届けるプロジェクト 

【協  力】一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク、特定非営利活動法人国際協力NGO センタ

ー（JANIC）、北海道NGO ネットワーク協議会、一般社団法人かたわら、一般社団法人

ローカル SDGs ネットワーク 

【講 師 等】＜セッション１：イタリア C7サミット 2024 活動報告＞ 

堀内葵／特定非営利活動法人国際協力NGO センター（JANIC） シニアアドボカシー

オフィサー 

       有坂美紀／G7/Earth day オープンフォーラム北海道 代表、RCE 北海道道央圏協議

会 事務局長、北海道NGO ネットワーク協議会 事務局長 

       高橋悠太／カクワカ広島 共同代表、一般社団法人かたわら 代表理事 

       新田英理子／一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク 理事・事務局長 

       木下聡／一般社団法人ローカル SDGs ネットワーク 代表理事 

＜セッション２：ペースノートスピーチ＞ 

       田上富久／前 長崎市長 

＜セッション３：参加型パネルディスカッション＞ 

      ［コーディネーター］ 

       平尾順平／特定非営利活動法人ひろしまジン大学 代表理事 

      ［パネリスト］ 

       田上富久／前 長崎市長 

渡部朋子／特定非営利活動法人 ANT-Hiroshima 理事長 

宮崎園子／フリーランス記者 

谷口千春／ミナガルテン 代表、株式会社ミナサカ 代表取締役、株式会社  DoTS 

代表取締役社長 

       今田順／カミハチキテル 事務局、ブックキュレーター 

小野香澄／特定非営利活動法人呉サポートセンターくれシェンド 理事 

【参加者数】計 86 名（内訳 NPO/NGO、中間支援組織、大学生、事業者、自治体、宗教団体、マ

スコミ） 

【概  要】セッション 1 ではイタリア C7 サミット 2024 活動報告として、G7サミットに日本の市

民社会の声を届けるプロジェクトを通じたC7イタリアの活動やC7政策提言書の紹介、

C7 サミット 2024 の現地での取組を報告した。次いで、セッション 2は田上氏が基調講

演し、長崎市政を担った経験等から、平和なまちのあり方や問題が起きる構造、まちづ
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くり上手なまちとしての協働について話題提供した。セッション 3は平尾氏が参加型パ

ネルディスカッションをコーディネートし、現在の広島のまちづくりや「○○×まちづ

くり＝平和」のテーマについて、講師と参加者がともに意見交流した。 

 

  

        広報チラシ 

 

  

中国新聞（2024 年 9月 8日）         毎日新聞（2024 年 9月 8日） 
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（２）ひろしま NPO センターのガバナンス強化 

 

近年継続して取り組んできた組織基盤強化を基に、認定 NPO 法

人を目指すための会員募集・管理、職員の働きやすさや労務改善、

NPO らしさを活かしたユニークな待遇の検討等、組織のガバナン

ス強化を推進した。 

 

 

 

①理事会 

 ・理事会のガバナンス機能を高めるため、相談役の設置及び選任、役員の改選、役員履歴書（利益相

反防止のための確認書）の作成及び確認、プロマネ業務を確認共有するためのミーティングの実施

（7月：松村、8 月：香川、9月：松原、10月：山本、11月：増田）、新任理事との連携、次期の

役員候補者の検討等を行った。 

 

②コンプライナンス委員会 

 ・今年度は担当理事の 3 名（山本祐二、松村渉、香川恭子）及び外部有識者の毛利葉（公益財団法人

とっとり県民活動活性化センター 理事長）が委員を就任し運営した。 

 ・役員を対象として、岡崎顧問社労士を講師に 2 月 17 日（月）18:00～20:00 に役員向けハラスメン

ト研修をハイブリッド開催し、理事 7名が参加した。 

 

③会員管理 

 ・認定NPO 法人を目指すための会員募集や管理方法の整理を行い、2023 及び 2024 年度の 2 年間で

3,000 円以上の寄付者が 100 名以上いる絶対値を確認できた。今後は、特に賛助会員 100 名を獲得・

キープを目指す。 

 

④職員の働きやすさや労務改善 

・岡崎顧問社労士と毎月 1 回の定例会を実施し、日常的な労務の課題解決や規定類の整備等に取り

組んだ。出席メンバーは、松原・山本・長野・杉野を基本として、必要に応じてプロマネも出席

した。 

・「育児・介護休業等に関する規則」の運用を開始し、事務局長の松原が 4 月 24 日（水）～5 月 12

日（日）に産後パパ育休を取得した。 

・育児・介護休業法の改正により、2025 年 4月から制度が変わるため、 「育児・介護休業等に関

する規則」を改定した。 

・有給休暇の運用について、職員毎に付与日が異なっており、本人及び管理側の運用に課題を抱え

ていたため、2025 年度から付与日の基準を揃えて管理する方法を検討した。 
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・職員の労務管理について、個人情報を整理してマネジメントするための一覧表を作成し、2025 年

度から運用する。 

・事務局スタッフの給与体系について、基本給を「経験給」「職能給」「職務給」から積算する方法を

続けるのがよいか、賃金規定の仕組みや給与計算の方法を岡崎社労士と協議した結果、ひろしま

NPO センターの職員の働き方や事業活動の特性から、賃金規定の仕組み（基本給に経験給・職能

給・職務給）は含めたままがよいという見解となった。また、近年はテレワーク等の働き方もある

ため、通信手当を検討してみてはどうかと提案を受けた。 

・退職金制度について検討を行い、退職金規定を策定するとともに、2025 年 4 月から事務局職員が

中退共（中小企業退職金共済制度／独立行政法人勤労者退職金共済機構）加入する手続きを行った。 

・昨年度から継続して 3月 14 日（金）～24 日（月）に「働きやすい職場アンケート」を全職員に向

けて実施した。 

・賞与の規定や積算方法について、事務局 MTG・プロマネ MTG・岡崎社労士との定例会・理事会

にて検討し、暫定的な方法を策定して 3 月末に支給を行った。 

 

⑤NPO らしさを活かしたユニークな待遇 

・「Hiroshima Future Party 2024」にて、参加できなかった職員に、まちサポスタッフがセレクトした

備後圏域の特産品のお土産を配布した。 

 

⑥その他 

・ステークホルダーのデータベース化に向けた名刺管理テストを 11 月に試行した。 

 

 

（３）ビジョン・中長期計画の具現化 

 

ビジョン・中長期計画（2021～2030）の初期 3 年間の成果や課題

をふまえて、ビジョンを実現するための具体的な目標を策定する

と共に、目標達成のための自主事業を検討し、実行に向けた運営

体制を構築した。 

 

 

 

三役 MTG・プロマネ MTG・理事会を通じて、ビジョン・中長期計画（2021～2030）の初期 3 年間の

成果や課題の整理を行うとともに、ビジョン・中長期計画を実現するための具体的な目標策定、目標達

成のための自主事業や実行に向けた運営体制の検討を行った。 
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【ビジョン・中長期計画の目標策定】 
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２．各種事業の実施内容  

 

4 つの事業方針に基づき、2024年度は、ステークホルダーとのコミュニケーションを促進する事業が

6 事業（うち継続：6）、組織力・担い手を育成する事業が 14 事業（うち継続：11、新規：3）、市民社会

連帯を強化する事業が 9事業（うち継続：8、新規：1）、社会的インパクトを創出する事業が 7 事業（う

ち継続：7）、計 36事業（うち継続：32、新規：4）を実施した。 

 

（１）ステークホルダーとのコミュニケーションを促進する事業 

ステークホルダーとの対話や関係構築を推進し、市民セクターの存在意義や成果に対する理解促進、

持続可能な社会づくりのための課題共有や目標形成を図った。 

 

NO 区分 事 業 名 事業内容 期間 場所 収益 

1-1 継続 情報収集・発信 

NPO 支援に関するイベント・助

成金・施策等の情報収集や、ホー

ムページ・Facebook・ニュースレ

ター等を通じた発信。 

年間 全国 自主財 

1-2 継続 データベース構築・活用 

各地の団体・取組・課題等の情報

の記録・整理や、事業推進のため

のデータ活用。 

年間 全国 自主財 

1-3 継続 相談対応業務 
NPO・ボランティア・市民活動に

関する各種相談の対応。 
年間 全国 自主財 

1-4 継続 委員等の派遣 
各主体から依頼のある委員会・協

議会等への委員派遣。 
年間 全国 

自主財、

謝礼金 

1-5 継続 ひろしま未来交流会 

立場・分野・地域・世代をこえて

広島を語り合う交流会の企画運

営。 

年間 県内 自主財 

1-6 継続 ガレリア事務所 
新しい拠点を活用した情報交流

の促進や新規事業の企画創出。 
年間 県内 自主財 

 

▶1-1 情報収集・発信 

ホームページのリニューアルに伴い、Facebook ページを「メイン情報」「イベント情報」「助成金・寄

付・ボランティア情報」の 3ページに区分し、情報発信の整理と拡充を図った。 
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ホームページ            Facebook ページ（メイン情報） 

https://npoc.or.jp/        https://www.facebook.com/hiroshima.npoc 

 

  

Facebook ページ（セミナー・イベント情報） Facebook ページ（助成金・寄付・ボランティア情報） 

https://www.facebook.com/profile.php?id=100090106119533  https://www.facebook.com/profile.php?id=100090147998492 

 

https://npoc.or.jp/
https://www.facebook.com/hiroshima.npoc
https://www.facebook.com/profile.php?id=100090106119533
https://www.facebook.com/profile.php?id=100090147998492
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▶1-3 相談対応業務 

NPO・ボランティア・市民活動等に関する各種相談に対応した。 

OUTPUT 相談件数：135 件 

OUTCOME NPO 等が抱える課題解決やステークホルダーとの連携創出 

 

▶1-4 委員等の派遣 

関係機関から依頼のあった委員会・協議会等に人材を派遣して参画し、取組への助言や協力、多様な

ステークホルダーとの対話交流を行った。 

OUTPUT 派遣参画した機関：66 主体 

OUTCOME 関係機関の取組への助言・協力や多様な主体との対話交流 

＜委員等派遣の内訳＞ 

担当者 役割／名称／主催 

 中村 隆行 【理事】広島県自治労自治研究センター 

【評議員】公益財団法人広島県男女共同参画財団 

【評議員】社会福祉法人広島県社会福祉協議会 

【評議員】社会福祉法人広島市社会福祉協議会 

【評議員】社会福祉法人広島県共同募金会 

【監事】社会福祉法人もみじ福祉会 

【監事】東日本大震災広島避難者の会アスチカ 

【監事】特定非営利活動法人子どもコミュニティネット広島 

【評価委員】岡山県ボランティア・NPO 活動支援センター 

【幹事】中国地域コミュニティビジネス/ソーシャルビジネス協議会 

【委員】江田島市まちづくり助成金審査委員会／江田島市 

【委員】呉市市民協働推進委員会／呉市 

【委員】呉市住民自治組織あり方検討委員会／呉市 

【委員】社会課題解決プロジェクト広域テーマ募金検討委員会／社会福祉法人広島

県共同募金会 

【委員】福祉サービスに対する苦情処理第三者委員／社会福祉法人広島県社会福祉

協議会 
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【委員】社会福祉法人広島市社会福祉協議会ボランティア情報センター運営委員／

社会福祉法人広島市社会福祉協議会 

【認定】地域活性化伝道師／内閣府 

【非常勤講師】広島経済大学、広島修道大学、比治山大学 

松原 裕樹 【副議長】広島市災害ボランティア活動連絡調整会議／広島市（市民活動推進課） 

【委員長】3.11 東日本大震災を忘れない追悼の集い広島実行委員会 

【副委員長】広島県社会福祉協議会ボランティア活動・福祉教育推進委員会／社会福

祉法人広島県社会福祉協議会 

【委員】広島県環境審議会／広島県（環境政策課） 

【委員】サテライトキャンパスひろしま運営会議／広島県公立大学法人財務課 

【選考委員】RCCラブ・グリーン賞／株式会社中国放送 

【委員】三原市市民協働推進委員会／三原市（地域企画課） 

【委員】地域の実情を踏まえた体験活動事業に係る実行委員会／国立江田島青少年

交流の家 

【委員】こくみん共済 coop 地域貢献助成審査委員会／こくみん共済 coop 中四国統

括本部 

【委員】環境パートナーシップオフィス等運営委員会／地球環境パートナーシップ

プラザ・関東環境パートナーシップオフィス 

【委員】SDGs QUEST みらい甲子園広島県大会実行委員会／SDGs QUEST みらい

甲子園事務局 

【幹事】へいわ創造機構ひろしま（HOPe）／広島県（平和推進プロジェクトチーム） 

【幹事団体】一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク地域ユニット 

【幹事団体】社会的責任向上のためのNPO/NGO ネットワーク（NN ネット） 

【審査員】福山市協働のまちづくり事業審査会委員／福山市（まちづくり推進課） 

【審査員】イオンチアーズクラブサミット中四国大会（審査会）／イオンリテール株

式会社中四国カンパニー 

【監事】特定非営利活動法人岡山 NPO センター 

【認定】地域活性化伝道師／内閣府 

山本 祐二 【委員】広島県医療費適正化計画検討委員会／広島県（医療介護保険課） 

松村 渉 【委員】広島市における生活困窮者支援体制構築のためのプラットフォーム整備事

業／広島市健康福祉局保護自立支援課 

増田 勇希 【委員】広島県被災者生活サポートボラネット推進会議委員会／社会福祉法人広島

県社会福祉協議会 

【委員】三原市被災者生活サポートボラネット推進会議委員会/社会福祉法人三原市

社会福祉協議会 

【委員】世羅町被災者生活サポートボラネット推進会議委員会/社会福祉法人世羅町

社会福祉協議会 
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【委員】広島市多文化共生市民会議指針改定専門部会/広島市 

香川 恭子 【構成員】広島市ボランティア情報センター運営委員／社会福祉法人広島市社会福

祉協議会 

【構成員】広島市社会福祉協議会地域福祉総合企画委員／社会福祉法人広島市社会

福祉協議会 

【委員】移動等円滑化評価会議 中国分科会委員／中国運輸局 

【委員】広島県国土利用計画審議会／広島県環境県民局 

安藤 周治 【理事長】特定非営利活動法人ひろしまね 

【理事】作木観光協会副会長 

【理事】三次広域商工会 

【理事】コミュニティ政策学会 

【評議委員】公益財団法人マツダ財団 

【委員】水源地域未来会議／国土交通省 

【副会長】ローカル・マニフェスト中国運営委員／ローカル・マニフェスト推進ネッ

トワーク中国 

【委員】広島県河川整備基本方針等検討委員会／広島県（河川課） 

【委員】さとやま未来円卓会議／広島県（中山間地域振興課） 

【委員】ひろしま「ひと・夢」未来塾／広島県（中山間地域振興課） 

【委員】へいわ創造機構ひろしま（HOPe）／広島県（平和推進プロジェクトチーム） 

【評価委員】過疎地域等自立活性化交付金事業／総務省 

【評価委員】集落ネットワーク圏形成事業／総務省 

【幹事】ひろしま国際交流サミット／公益財団法人ひろしま国際センター 

【委員】三原市空き家対策協議会／三原市 

【委員】三江線沿線地域公共交通活性化協議会／同協議会 

【就任】中山間地域コーディネーター＆アドバイザー／山口県 

【就任】地域力創造アドバイザー／総務省 

【就任】青少年育成指導者／公益社団法人青少年育成広島県民会議 

【認定】地域活性化伝道師／内閣府 

中尾 圭 【委員】尾道市協働のまちづくり委員会／尾道市 

 

＜委員等派遣の活動事例＞ 

【行 事 名】3.11 東日本大震災を忘れない追悼の集い広島実行委員会＞ 

【経  緯】東日本大震災の支援活動に携わった県内の NPO やボランティアにより、翌年 2012 年

から追悼の集いを開催し、今回で 14 回目の実施。2022 年度から松原が実行委員長を務

めた。 

【趣  旨】東日本大震災による約 2 万人の犠牲者を悼む追悼の集いを全ての広島県民に呼びかけ、

平和公園から被災地に向けて哀悼の意を届け、永遠に震災の記憶を風化させない為に実
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施する。この追悼の集いは、震災による「心の痛み」を抱える人々が、「心の復興」に向

けて歩み出す出発点でもある。お金や物でなく「深く思いやる心」にこそ幸せの源があ

る事を忘れずに、全ての「人と人」の「つながり」を大切にした追悼の集いとする。ま

た、全国の被災地において、犠牲となられた方々に哀悼の誠を捧げるとともに、被災さ

れた方々に想いを寄せる。 

【日  時】2025 年 3 月 11 日（火）17:30～19:00 

【場  所】広島平和記念公園・元安川「親水テラス」 

【参 加 者】約 600 名 

【内  容】○3.11 キャンドルの点火 

○3.11 のキャンドルを囲み「黙祷」 

【主  催】3.11 東日本大震災を忘れない追悼の集い広島実行委員会 

【後  援】広島市 

   

行事チラシ             中国新聞（2025 年 3 月 12日） 

 

▶1-5 ひろしま未来交流会 

立場・分野・地域・世代の垣根をこえて広島の未来を語り合う交流会を開催（毎月第 2 金曜日）した。 

OUTPUT 実施回数：12 回  参加者数：延べ 147 名 

OUTCOME マルチステークホルダーの対話機会の促進 

＜実施概要＞ 
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回 日程 参加者数 意見交換テーマ 

第110回 2024年 

4月12日（金） 

19:00～21:00 

13名 オッペンハイマー／エシカルエキスポ／地球温暖化か

ら沸騰化／観光列車／外国人にオススメのお店／なぜ

広島から出ていくのか 

第111回 5月17日（金） 

19:00～21:00 

10名 交流会の参加理由／緑化と農業／水俣のマイク問題／

あなたからあなたへ／宿泊税／マイナンバーカード 

第112回 6月14日（金） 

19:00～21:00 

15名 ローカル線の活性化／勝負に左右されないカープの楽

しみ方／タバコのごみ／広島はもったいない／歩きス

マホ／広島のCM 

第113回 7月12日（金） 

19:00～21:00 

9名 石丸伸二さんをどう思う？／ポイ捨て／多世代コミュ

ニティづくり／自治体のパワハラ／蓮舫さんはなぜ負

けた？／意識改革 

第114回 8月16日（金） 

19:00～21:00 

12名 平和記念式典（広島・長崎）の招待／市民の平和宣言

／パリ・オリンピック／広島のお盆／暑さ対策のため

に何時に消灯する？／新井カープは最後までいくか 

第115回 9月13日（金） 

19:00～21:00 

10名 ＼大予想／カープ＆サン振れは今年何位になるか!?／

長崎と広島の市政のちがい／アイドリングストップの

アイデア／就職支援、リスキリングなど／就労支援、

大学連携など／将来の不安 

第116回 10月11日（金） 

19:00～21:00 

10名 詐欺／広島のマナーアップ／日本被団協ノーベル平和

賞／これから日本は何を売ったらよいか／長年謎だっ

たゴミが判明／カミハチキテルのビジョン 

第117回 11月8日（金） 

19:00～21:00 

12名 ユネスコ無形文化遺産に“伝統的酒づくり”が選ばれ

て、どんなよいことが起こる？／広島の未来のために

ほしい情報は？／ひろしまたてものがたりフェスタ

2024／合本主義／トランプ大統領を広島に来させるに

は／マツダをどうするか 

第118回 12月13日（金） 

19:00～21:00 

15名 サンフレッチェ2位／周防大島／変えたいこと／広島の

人口流出／広島駅再開発／比治山ホール 

第119回 2025年 

1月10日（金） 

19:00～21:00 

12名 商工会議所の新年互例会／コミュニケーションを高め

る子育て／世代間を越えたコミュニケーション／好き

な広島ゆかりのアーティスト／地域における自治会・

町内会のマネジメント／戦後・被爆80年 

第120回 2月14日（金） 

19:00～21:00 

13名 ベートーベンの悲愴で考える2025年からの世界／建物

に入ったときの匂い／宇品みなとフェスタ／2025年ど

うなる！？／基町の商業施設、どんなまちのシンボ
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ル！？／世界にほこる広島の文化 

第121回 3月14日（金） 

19:00～21:00 

16名 自民党を応援する気持ち／意識改革による行動転換／

今シーズンのカープ／半年後の県知事などの選挙／広

島の魅力（若者）／カキ殻をどう活用するか 

   

 

（２）組織力・担い手を育成する事業 

NPO の組織基盤やガバナンスの強化を促進し、実践者や支援者の育成、ユースの活躍創出を図った。 

 

NO 区分 事 業 名 事業内容 期間 場所 収益 

2-1 継続 

2024 年度ひろしまコミュニティ

基金(ひろしま NPO サポート倶

楽部) 

ゆうちょ銀行の口座寄付を財源

とした NPO への助成金配分。 
年間 県内 寄付金 

2-2 継続 

2024 年度ひろしまコミュニティ

基金(ろうきん NPO 寄付システ

ム) 

中国労働金庫の口座寄付を財源

とした NPO への助成金配分。 
年間 県内 寄付金 

2-3 継続 
NPO 事務局センター・NPO 事

務支援カンファレンス 

全国のNPO支援センターと連携

した、NPO の事務・経営支援。 
年間 全国 

自主財・ 

利用料 

2-4 継続 非営利組織の会計サポート 

非営利組織の事務運営力の向上

のために、会計や税務に関する相

談対応、経理代行のサポート等を

行う。 

年間 県内 
自主財・

利用料 

2-5 継続 協力・後援・連携事業の推進 
各主体から依頼のある会議・行事

等への参加や開催協力。 
年間 全国 

自主財 

ほか 

2-6 継続 講師等の派遣 
各主体から依頼のある研修会・フ

ォーラム等への講師派遣。 
年間 全国 

自主財・ 

謝礼金 

2-7 継続 廿日市市市民活動相談業務 
廿日市市市民活動センターの相

談窓口業務の支援。 
年間 県内 受託料 
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2-8 継続 JICA 中国開発教育支援事業 

JICA 中国と連携した国際協力の

担い手育成のためのプログラム

企画や施設展示、広報等。 

年間 
中国地

方 
受託料 

2-9 継続 
インターンシップを通じたユー

ス等の人材育成事業 

大学生等を対象としたひろしま

NPO センターのインターンシッ

プの受入による人材育成。 

年間 県内 自主財 

2-10 継続 
2024 年度 JICA 中国青年研修「防

災とまちづくり」 

行政官の人材育成を図るととも

に、研修等を通して市民の国際理

解、地域の国際化に寄与する。 

12 月 
中国地

方 
受託料 

2-11 新規 
2024 年度 JICA 中国青年研修「職

業訓練（TVET）」 

行政官の人材育成を図るととも

に、研修等を通して市民の国際理

解、地域の国際化に寄与する。 

2 月 
中国地

方 
受託料 

2-12 新規 
2024 年度 JICA 四国青年研修「再

生可能エネルギー」 

行政官の人材育成を図るととも

に、研修等を通して市民の国際理

解、地域の国際化に寄与する。 

1 月 
四国地

方 
受託料 

2-13 新規 
2024 年度 JICA 日系研修「外国

人散在地域におけるサポート」 

広島県内 4 地域（福山、三原、呉、

広島市）において、在住外国人支

援を来日研修員と実施する。 

10 月

～3 月 
県内 受託料 

2-14 継続 
脱炭素地域づくり普及啓発事業

委託業務 

鳥取県北栄町の脱炭素地域づく

りを推進するための普及啓発や

人材育成等を支援する。 

9～12

月 

中国地

方 
委託料 

 

▶2-1 2024 年度ひろしまコミュニティ基金（ひろしま NPO サポート倶楽部） 

株式会社ゆうちょ銀行と連携した寄付募集及びNPO 法人への助成金配分を行った。 

OUTPUT 助成団体：9 団体  助成総額：900,000 円 

OUTCOME NPO の財政基盤整備 

＜助成概要＞ 

NO 団体名 所在地 助成額 

1 NPO 法人ブエンカミーノ 広島市 100,000 円 

2 NPO 法人三段峡―太田川流域研究会 安芸太田町 100,000 円 

3 NPO 法人らぽーる 呉市 100,000 円 

4 NINA ARICA 広島市 100,000 円 

5 ふくやま科学未来キッズ 福山市 100,000 円 

6 NPO 法人ぐるぐる海友舎プロジェクト 呉市 100,000 円 
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7 Rose FIG 福山市 100,000 円 

8 NPO 法人どりぃむスイッチ 福山市 100,000 円 

9 NPO 法人 郷野の郷運営委員会 安芸高田市 100,000 円 

 

 

 

▶2-2  2024 年度ひろしまコミュニティ基金（ろうきん NPO 寄付システム） 

中国労働金庫の NPO 寄付システムと連携した寄付募集及び NPO 法人への助成金配分を行った。 

OUTPUT 助成団体：2 団体  助成総額：200,000 円 

OUTCOME  NPO の財政基盤整備 

＜助成概要＞ 

NO 分 野 団体名 所在地 助成額 

1 子どもの健全育成 NPO 法人 nicoloop 広島市 100,000 円 

2 保健・医療・福祉 
NPO 法人 

ひろしまレクリエーション協会 
広島市 100,000 円 

 

▶2-7 廿日市市市民活動相談業務 

廿日市市市民活動センターまちづくり相談業務の支援。団体設立、資金調達、助成金・支援制度、組

織・活動運営等の相談対応を行った。 

OUTPUT 実施概要：毎月第 2 木曜日  相談対応：10 件 

OUTCOME NPO・市民活動団体の課題解決 

 

（３）市民社会連帯を強化する事業 

市民セクターのエンパワメントを高めるためのパートナーシップを形成し、立場・地域・分野・世代

をつなげるコーディネーションや中間支援機能の拡充を図った。 

 

NO 区分 事 業 名 事業内容 期間 場所 収益 

3-1 継続 
ひろしま「山の日」県民の集い実

行委員会事務局 

広島県・市町・環境団体等と連携

した県民参加の森づくり運動の

実行委員会事務局。 

年間 県内 受託料 
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3-2 継続 サテライトキャンパスひろしま 

教育ネットワーク中国と連携し

たサテライトキャンパスひろし

まの運営。※会議室運営は終了。 

年間 広島市 自主財 

3-3 継続 
東日本大震災県外自主避難者等

への情報支援事業 

中国 5県のNPO支援センターや

ひろしま避難者の会アスチカと

連携した避難者への支援活動。 

年間 
中国地

方 
自主財 

3-4 継続 
中国 5 県中間支援組織連絡協議

会 

中国 5県のNPO支援センターと

連携した情報・ノウハウ・人材交

流や、中国 5 県の共通課題を解決

するための協働取組の展開。 

年間 
中国地

方 
自主財 

3-5 継続 

令和 6 年度中国環境パートナー

シップオフィス（EPO ちゅうご

く）管理運営等業務 

環境省との協働による、中国地方

の環境パートナーシップ拠点・中

国地方 ESD センターの運営や協

働取組・ESD に関する事業の推

進。 

年間 
中国地

方 
受託料 

3-6 継続 SDGs 推進のための事業 

広島県（SDGs 未来都市）や各主

体と連携した SDGs 推進のため

のネットワーク形成や交流機会、

協働取組等の実施。 

年間 全国 
自主財・ 

受託料 

3-7 継続 
福山市まちづくりサポートセン

ター運営業務 

多様な主体が参画し、地域課

題・社会的課題の解決を行うた

め、福山市まちづくりサポート

センターの運営や強化を行う。 

年間 福山市 受託料 

3-8 継続 
G7広島サミット後継プロジェク

ト 

2023 年に実施した G7 広島サミ

ットから得た経験やネットワー

クを活用し、グローカルな活動を

継続展開する。 

年間 全国 自主財 

3-9 新規 
第 9 回ボランティア交流サミッ

トひろしま 

広島県社会福祉協議会と共催し

て、ボランティア活動に係る団体

や個人が集い交流や情報交換を

行う機会を企画・運営する。 

年間 県内 自主財 

 

▶3-1 ひろしま「山の日」県民の集い実行委員会事務局 

里山には、SDGsの身近な教材や資源が豊富であり、活動を通じて参加者一人一人にとって SDGsが

より身近なものになる森づくり運動として、多くの県民が身近な山へ入るきっかけをつくることを目的

とし、森林ボランティア、NPO、行政等が協働し、6 月の第一日曜日に“ひろしま「山の日」県民の集い”
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を開催する。また、そのための実行委員会事務局を運営した。 

OUTPUT パートナーシップ：46 組織  参加者：4,366 名 

OUTCOME 県民参加の森づくり運動の機運向上 

 

＜開催概要＞ 

【日  時】令和 6年 6月 2日（日）集いの行事（大竹市会場：6/16、安芸太田町会場：10/13） 

【主  催】ひろしま「山の日」県民の集い実行委員会、中国新聞社 

【特別協力】ひろしまの森林づくりフォーラム 

【後  援】林野庁近畿中国森林管理局、広島県、広島県教育委員会、東広島市、広島市、廿日市

市、呉市、三原市、福山市、三次市、大竹市、安芸太田町、世羅町、神石高原町、 坂

町、（公社）広島県みどり推進機構、 (一社)広島県森林協会、 広島県森林組合連合

会、(一社)広島県山岳・スポーツクライミング連盟、（公社）日本山岳会広島支部、

（一財）全国「山の日」協議会、ＮＨＫ広島放送局、中国放送、広島テレビ、広島ホ

ームテレビ、テレビ新広島 

【協  賛】西条・山と水の環境機構、㈱ウッドワン、中国木材㈱、マツダ㈱、広島県森林組合連

合会、光和物産㈱、㈱タカキベーカリー、神沢精工㈱、クニヒロ（株）、山陽工業㈱、

しまなみ信用金庫、東広島商工会議所、広島商工会議所、福山商工会議所、尾道商工

会議所、広島市漁業協同組合、㈱広島バスセンター、みずえ緑地㈱、有斐園㈱、広島

県環境保健協会 

【場  所】＜総合開会式＞ 

東広島市会場（憩いの森公園） 

＜サテライト会場＞ 

廿日市市会場（もみのき森林公園）、 

広島市会場（ひろしま遊学の森・広島県緑化センター・広島市森林公園） 

三原市会場（高坂自然休養村管理センター）、福山市会場（ふくやまふれ愛ランド） 

三次市会場（酒屋いこいの森・ほしはら山のがっこう） 

呉市会場（野呂山・野呂高原ロッジ周辺）、神石高原町会場（帝釈峡神龍湖） 

世羅町会場（せら夢公園・せらワイナリー）、坂町会場（ベイサイドビーチ坂） 

大竹市会場（マロンの里交流館）6/16 開催、 

安芸太田町会場（深入山グリーンシャワー）10/13 開催 

 

【参 加 者】4,366 人（うち、山の手入れ等参加者 314 人） 

【内  容】山の手入れ、登山道整備、登山教室、自然観察会、森のネイチャーゲーム、木工教室、

森のコンサートなど、各団体・企業等の持ち込み企画で実施 
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▶3-5 令和 6 年度中国環境パートナーシップオフィス管理運営等業務 

環境教育等促進法や ESD国内実施計画で規定されている役割を踏まえて、EPO ちゅうごく及び中国

地方 ESD センターの運営を行い、多様な主体による協働・連携の取組を広げることで、環境保全活動

の活性化や地域循環共生圏の形成、ESD の推進を図った。 

  

 

＜EPO ちゅうごく＞ 

OUTCOME  

全国モデルとなる地域循環共生圏づくり支援体制の構築 

NPO、企業、金融機関、自治体、ユース、マスコミ等とのパートナーシップの拡充 

相談対応や行事等の共催・協力・講師の依頼件数の増加 
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OUTPUT  

地域循環共生圏づくり支援体制構築事業の伴走支援：2 団体 

（一般社団法人ＨＬＬ×一般社団法人フウド（活動地域：広島県江田島市）、一般社団法人地域商社

あきおおた×NPO 法人広島横川スポーツ・カルチャークラブ（活動地域：広島県山県郡安芸太田町）） 

対話の場づくり・フォローアップ：12 回、イベント・セミナー等の参加：15 回、開

催協力：9 回 

相談対応：178 件 

情報発信：1,579 件（アクセス数：46,328 件） 

地域からのグリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進業務： 

    

脱炭素経営スキルアップ研修会～地域  ほくえい未来トーク 2024 第 4 弾～省 

脱炭素に向けた信用金庫の役割と可能  エネ・再エネランチワークショップ 

性～＠鳥取県米子市（12/3）      ＠鳥取県北栄町（11/23） 

     

第 12 回全国省エネミーティング in ひろしま「住宅省エネ化から 2050 年カーボン 

ニュートラルを目指そう～北海道、長野、鳥取の先進事例とそこで見えてきた課題 
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から学ぶ」＠広島県広島市（11/12） 

地域循環共生圏構築に向けた身近な自然資本の活用： 

   

  自然共生サイト中国地方ミーティング 2024～みんなの取組を進めて、 

地域の暮らしとなりわいを確かなものに～＠岡山県岡山市（2/5） 

 

＜中国地方 ESD 活動支援センター＞ 

OUTCOME  

SDGs の達成や脱炭素社会の実現に向けた ESD の先駆的実践及び活動支援の展開 

ESD×気候変動教育の推進 

OUTPUT  

ESD 学び合いフォーラムの開催：3 回、参加者：延べ 51 名 

（SDGs オープンカフェ「あつうみ～あつまれ うみのなかまたち～」＠島根県浜田市） 

  

地域 ESD 活動推進拠点における事業支援（しまね海洋館アクアス） 
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ESD 活動の支援 対話の場づくり：3 回、イベント・セミナー等の参加：1 回、開

催協力：8 回 

相談対応：57 件 

情報発信：538 件（アクセス数：3,661 件） 

 

 

EPO ちゅうごくホームページ 

https://epo-cg.jp/ 

中国地方 ESD センターホームページ 

https://chugoku.esdcenter.jp/ 

 

 

EPO ちゅうごく・中国地方 ESDセンターFacebook ページ 

https://www.facebook.com/EPOchugoku 

 

 

▶3-6 SDGs 推進のための事業 

 一般社団法人 SDGs市民社会ネットワークの地域ユニットの幹事団体を務め、全国各地で SDGsに取

り組んでいるNPO等の情報交流やネットワーク形成、SDGs推進のためのプロジェクト等を実施した。

また、地域ユニット含む SDGs市民社会ネットワーク全体としても、2025年に日本政府が作成する VNR

（Voluntary National Review：自発的国別報告書）に先立ち、市民社会の目線から日本国内の SDGsの

https://epo-cg.jp/
https://chugoku.esdcenter.jp/
https://www.facebook.com/EPOchugoku
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17 目標の達成度を評価するとともに、事業ユニットからの提言を取りまとめ、2025 年 2 月に「SDGs

スポットライトレポート 2025」を発行した。 

 

＜地域ユニットの活動概要＞ 

①地域ユニット定例会議 

毎月第 2 木曜日にオンライン開催し、8 月には環境ユニッ

トを招いてお互いの取組を情報交流し、9・10 月には全国

47 都道府県の繋がりづくりを目指すために会員以外も参

加できるオープン Day を実施した。 

 

②NPO の SDGs 全国調査プロジェクト 

中央共同募金会「赤い羽根福祉基金」の助成を受けて、2023

年度に実施した「SDGs取り組みに関する NPO・市民活動

団体の全国調査報告書」を発行するとともに、その調査結

果から全国 7 地域の 27 団体に対して、市民活動団体の課

題をヒアリング調査した。また、これまでの調査結果をわ

かりやすくまとめた動画「SDGsは誰のもの？」を制作し、

2 年目の成果を共有し学び合うフォーラム「人口減少社会

を超える～地域の連携で描く SDGs の未来」を 3月に開催

した。 

 

動画「SDGs は誰のもの？」 

https://www.sdgs-japan.net/single-

post/sdgssurvey2024_movie 

 

③SDGs 折り鶴プロジェクト 

G7 広島サミットで実施した SDGs 折り鶴プロジェクトの

継続展開として、「G7 サミットに日本の市民社会の声を届

けるプロジェクト」と連携し、5 月にイタリア・ローマで

開催された「C7 サミット 2024」に折り鶴を届けた。 

  

 

④情報発信 

地域ユニットの活動内容や成果物等について、Web サイト

や SNS を通じて情報発信した。 

 

  

https://www.sdgs-japan.net/single-post/sdgssurvey2024_movie
https://www.sdgs-japan.net/single-post/sdgssurvey2024_movie
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SDGs 取り組みに関するNPO・市民活動 

団体の全国調査報告書 

https://www.sdgs-japan.net/single-

post/chiiki_survey23_report 

SDGs スポットライトレポート 2025 

https://www.sdgs-japan.net/single-

post/sdsgspotlightreport2025 

 

 

▶3-7 福山市まちづくりサポートセンター運営業務 

福山市から 2022～2024 年度までの３年間、「福山市まちづ

くりサポートセンター運営業務」を受託運営し、市民活動団体

等の相談対応、まちづくりの土台を育む対話の場づくり「つれ

のうて NIGHT」、やってみたいを後押しする伴走講座「まち

サポゼミ」、多様な人材・団体のネットワーク形成「つれのう

て文化祭」登録団体の活動・運営支援、まちづくりや地域の課

題解決のためのマッチング支援等の事業を実施した。また、3

年間の運営業務について、「まちサポアニュアルレポート

2024」を作成し、関係者に配布・報告した。 

 

 

  ＜まちサポアニュアルレポート 2024＞ https://fukuyama-machisapo.com/notice/annual2024/ 

    

 

▶3-9 第 9 回ボランティア交流サミットひろしま 

 社会福祉法人広島県社会福祉協議会及び広島県内のボランティア活動に携わる関係機関（NPO、NGO、

市町社協、学生）と共に、広島県内のボランティア活動の促進や担い手の育成を目的として、「第 9 回

ボランティア交流サミットひろしま」を共催（隔年開催）した。 

 

＜開催概要＞ 

  【日  時】令和 7年 1月 19日（日）10:00～15:30 

  【場  所】広島県社会福祉会館（広島県広島市南区比治山本町 12-2） 

https://www.sdgs-japan.net/single-post/chiiki_survey23_report
https://www.sdgs-japan.net/single-post/chiiki_survey23_report
https://www.sdgs-japan.net/single-post/sdsgspotlightreport2025
https://www.sdgs-japan.net/single-post/sdsgspotlightreport2025
https://fukuyama-machisapo.com/notice/annual2024/
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  【対  象】＊ボランティア活動・市民活動をしている人・関心がある人 

        ＊社協・NPO・中間支援組織・行政・大学・学校・企業等でボランティア・市民活動

に関わる人等 

  【参 加 者】78名 

  【内  容】○オープニングセッション「今、改めてボランティアを考える～これからの可能性を

広げるために～」 

        ○分科会 A「あなたの好きなことが誰かを笑顔に！ ～無理なく、できる範囲で始め

るボランティア活動～」 

        ○分科会 B「会って、話して、つながるボランティア ～能登半島地震での心の支援活

動から考えるボランティアのあり方～」 

        ○分科会 C「人生を豊かにする大人の第３の居場所を見つけよう！～実践者から学ぶ

地域ボランティアの魅力～」 

  【主  催】ボランティア交流サミットひろしま実行委員会 

        社会福祉法人広島県社会福祉協議会 広島県ボランティアセンター 

        特定非営利活動法人ひろしまNPO センター 

   

 

（４）社会的インパクトを創出する事業 

重点テーマの問題解決や価値創造を推進し、災害や新型コロナからの復興と次なる備え、環境・社会・

経済が好循環する協働と仕組みづくりを図った。 

 

NO 区分 事 業 名 事業内容 期間 場所 収益 

4-1 継続 
広島市公募型常設オープンスペ

ース「つばさ（中区）」 

広島市地域子育て支援拠点事業

等に係る補助事業を活用した子

育てオープンスペース（中区）の

運営や親子の交流機会等の支援。 

年間 広島市 

自主財、

補助金、

利用料 

4-2 継続 
広島市公募型常設オープンスペ

ース「いいね（南区）」 

広島市地域子育て支援拠点事業

等に係る補助事業を活用した子

育てオープンスペース（南区）の

年間 広島市 

自主財、

補助金、

利用料 



 

 

32 

 

運営や親子の交流機会等の支援。 

4-4 継続 

中国 5 県休眠預金等活用コンソ

ーシアム休眠預金活用事業 2021

年度通常枠 

中国 5県のNPO支援センターと

連携した休眠預金活用のための

コンソーシアム事務局の運営や

助成事業の展開。 

年間 
中国 

地方 
助成金 

4-5 継続 

中国 5 県休眠預金等活用コンソ

ーシアム休眠預金活用事業 2022

年度通常枠 

中国 5県のNPO支援センターと

連携した休眠預金活用のための

コンソーシアム事務局の運営や

助成事業の展開。 

年間 
中国 

地方 
助成金 

4-6 新規 
中国 5 県休眠預金等活用コンソ

ーシアム休眠預金活用事業 JCIE 

中国 5県のNPO支援センターと

連携した休眠預金活用のための

コンソーシアム事務局の運営や

助成事業の展開。 

年間 
中国 

地方 
助成金 

4-7 継続 災害支援活動 

行政・社協・NPO 等と連携した

災害復旧・復興や防災のための活

動支援、関係機関との協働事業の

展開。 

年間 県内 
自主財、

寄付金 

 

▶4-2 広島市公募型常設オープンスペース「いいね」 

広島市地域子育て支援拠点事業（公募型常設オープンスペース）の補助金を活用し運営している「い

いね（南区）」は 2019 年度から 5年目を迎えた中で、2024 年度当初にイオン宇品店から改装工事に伴

う契約変更（2025 年 1月末までの契約）を求められ、工事の時期や経費等に係る交渉や調整を行ったが

難航したため、年度内の運営や今後の運営体制の見直しを行った。そこで、数年後に当センターからの

自立運営を目指していた計画を前倒しして、理事・プロジェクトマネージャーの香川恭子が設立した「こ

ども子育て応援ひろしま労働者協同組合」に「いいね」を 2025 年 1 月に事業譲渡した。 

 

▶4-4 中国 5 県休眠預金等活用コンソーシアム「中国 5 県休眠預金等活用事業 2021」 

▶4-5 中国 5 県休眠預金等活用コンソーシアム「中国 5 県における発災時の相互支援体制

構築に向けた地域の支援団体育成・強化事業（中国 5 県休眠預金等活用活用事業 2022 年

度発災枠）」 

中国 5 県のNPO 支援センター（公益財団法人とっとり県民活動支援セン

ター、公益財団法人ふるさと島根定住財団、特定非営利活動法人岡山 NPO
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センター、特定非営利活動法人ひろしま NPO センター、特定非営利活動法

人やまぐち県民ネット 21）と連携したコンソーシアムにより、休眠預金等活

用事業の資金分配団体を運営し、実行団体への助成金の配分及び伴走支援を

行った。 

 

 

＜広島県内の実施概要＞ 

2021 通常 

テーマ 中山間地域を担う生業づくり 

採択団体 
特定非営利活動法人三段峡-太田川流域研究会 

一般社団法人フウド 

2022 災害枠 
テーマ 

中国 5 県内での担い手の育成と市町村域における連携体制構築で大

規模災害時に助け合える体制をつくる 

採択団体 一般社団法人ひろしま防災減災支援協会 

中国 5 県休眠預金等活用コンソーシアム公式ページ https://kyumin-chu5.npoc.or.jp/ 

https://kyumin-chu5.npoc.or.jp/

